【５区補欠選挙は貴重な1議席】
　現在、北海道５区補欠選挙が闘われています。

　今回の補欠選挙は、全国でも北海道５区のみであり、この1議席の勝敗が今後の民主党の政権運営にも大きく影響する選挙であります。

　現在、民主党会派の議席数は、横路衆院議長を含めて３０６議席です。他に国民新党３議席、新党日本1議席、無所属３議席（石川、辻元、浅野）を加えると３１３議席です。これに社民党の６議席の協力で合計３１９議席となります。
　従って、衆議院定数４８０議席の２/３は３２０議席であり、今回の1議席の勝敗によっては、これからの民主党政権運営にとっても大変貴重な1議席なのです。

　７月の参院選では民主党は大きく後退し、３年後の参議院選挙においても民主党が過半数を制するには至難なことであります。そのためにも、当面３年間の衆議院での２/３勢力を保つことができるのかが、今回の補欠選挙での大きな意義なのです。
